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１ 実践事項（①幼・こ・小・中・高・地域・関係団体との連携） 

タイトル：「離島の強みを活かした幼・小・中・地域との連携」 

２ 実践内容 

(１)  小学校５・６年生の児童と中学校全学年生徒を対象に秋田県交流学習の実施  

(２)  幼・小・中合同で行う学校行事や委員会活動、ランチルームでの合同給食の実施 

(３) 地域行事への積極的な参加及び、エイサーや合唱や音楽パレードの実施 

３ 説明資料 

(１) 交流学習の事前準備・活動を全員に役割をもたせて協力して実施することができた。秋田県で

は、主体的に学習に取り組む秋田県の児童・生徒の姿に感銘を受け、学習意欲の向上が窺えた。 

 

 

 

 

 

「小学校での交流学習の様子」 「中学校での交流学習の様子」     「解散式の様子」  

(２) 幼・小・中合同で学校行事や委員会活動を行うことで、上級生の姿を手本にして練習や活動に真

剣に取り組む様子が見られた。 ランチルームでの合同給食では、食事をみんなで楽しみつつ、食

育タイムで食事の重要性や栄養バランス、食文化の理解を図り、健康で健全な食生活に関する知識

を身につけることができた。 

  

 

 

「水上運動会 紅白リレー」   「陸の運動会 玉転がし」     「交流給食の様子」  

 (３) 毎年、渡名喜村漁協主催の「海神祭」や渡名喜村主催の「となき祭り・カシキー・慰霊祭」とい

った地域行事に本校の児童・生徒全員が出席し、合唱やハーリー、音楽パレード、平和の詩の唱和

を行うことができた。また、渡名喜村教育の日発足式では、小中合同のエイサーを披露できた。 

  

 

 

 

 

「海神祭 合唱・ハーリーの様子」         「小中合同エイサー練習の様子」  

４ 成果 

幼小中・近隣校・関係機関の連携をもとに、各活動を行うことで学習意欲の向上や学校にいくことが 

楽しいと思える行事を実施することができ、地域を活性化する一翼を担うことができた。  

５ 課題 

今後、児童生徒数が減少する中、実態にあった取組へと工夫・改善し継続していくことに課題がある。  


